
関係団体等ヒアリング結果概要及び区民モニター調査結果について 

 

１ 関係団体等ヒアリング 

（１）実施概要 

日 付 ヒアリング対象 

令和５年９月１日（金） 
ボランティア団体 

（分野：高齢・障害・子ども・海外支援等） 

令和５年９月４日（月） 葛飾区民生委員児童委員協議会 

 

（２）ヒアリング結果概要 

【地域社会への参加促進について】 

 〇地域活動の担い手が不足している。社会参加へのきっかけづくりが必要で

ある。 

 〇コロナ禍は交流しづらく、地域活動の仕方に悩んだ。 

 

【地域福祉の担い手の育成について】 

 〇社会福祉協議会や行政等と、様々なケースを想定してグループワークをや

る機会があった。継続的にできれば、担い手のスキルアップや地域の支え合

いにつながると思う。 

 

【団体間の情報共有や交流する場の確保について】 

 〇各団体同士で、抱えている悩みや実際にあった事例を共有することが重要

である。 

 〇コロナ禍に妊娠出産した方たちが、他のお子さんを見る機会も、子育てにつ

いて先輩のお母さんから話を聞く機会もなかった。世代の違う方たちと話

をする機会を確保することが重要である。 

 〇コロナ禍で活動ができず、改めて、交流することの重要性を実感した。 

 〇コロナ禍でＳＮＳを通じて交流を行ったが、真意が伝わっていないと感じ

た。直接対話することができるコミュニティが必要である。 

 〇各団体間や区、関係機関と直接会う機会が定期的にあると、連携した支援が

しやすくなる。 

 

【その他】 

 〇地域活動の維持や発展について、思いのある人の行動だけでは難しい。民間

企業を巻き込めると良い。 

 〇「担い手」というが、支援者がずっと支援する側とは限らないし、利用者が
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ずっと利用する側とは限らない。支援者と利用者が流動的になる視点も必

要である。ボランティアは、支援する側でもあり、そこに参加することが自

分の居場所にもなる利用者でもある。 

 〇複数ある課題をまるごと相談できる体制ができたことは、とても助かる。 

 〇課題がある世帯に対して、どこまでサポートしていいのかわからない。 

 

２ 区民モニター調査 

（１）実施概要 

調査期間 調査対象 

令和５年６月 12 日（月）～７月３日（月） 区内在住者 200 名 

 

（２）調査結果 

 別紙のとおり 
















































































